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学位論文概要（Dissertation Summary） 

	
 能登半島北方沿岸に分布する海底活断層は，西方から門前沖セグメント，猿山沖セグメント，輪島沖

セグメント，珠洲沖セグメントの 4つの断層セグメントに区分されている．	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 本研究では，まず，輪島沖セグメントで生じた最新活動を明らかにするために，その上盤側にあたる

能登半島の北岸に沿って，化石化した潮間帯生物（ヤッコカンザシ）の標高の測量と年代分析を実施し

た．その結果，輪島沖セグメントの区間の海岸部は，1600–1800 年の間に離水したと考えられる．この

地域において 1600–1800年の間に発生した被害地震は 1729年の地震のみであり，1800年以降は発生し

ていない．また，海岸部の隆起量分布から非線形インバージョン法により推定した輪島沖セグメントの

断層面のすべり量分布は，1729年の地震による被害分布と整合的であった．ゆえに，輪島沖セグメント

の活動が 1729年の地震を引き起こしたと結論付けた．	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
   

	
 次に，輪島沖セグメントの平均活動間隔を明らかにするために，能登半島北部の海成段丘の旧汀線高

度の測量と堆積物中の火山灰分析を実施した．火山灰分析によって検出された広域テフラは，姶良 Tn

テフラ（AT），阿蘇 4 テフラ（Aso-4），鬼界葛原テフラ（K-Tz），三瓶木次テフラ（SK）および加久藤

テフラ（Kkt）である．これらを基に推定した海洋酸素同位体ステージ（MIS）5e の旧汀線高度は，輪

島沖セグメントと猿山沖セグメントの境界にあたる輪島に対して，輪島沖セグメント中央部付近の納見

が相対的に高いことから，輪島沖セグメントの活動による隆起が累積されたと考えられ，1729年の地震

と同じ隆起量を示す断層運動が繰り返し発生したと仮定すれば，平均活動間隔は 1600年程度となる．  

	
 最後に，海成段丘面が分布しない猿山沖セグメントの区間も含めた能登半島北部全域で流域単位の地

形解析を実施し，セグメントと隆起傾向の関係について検討した．地形解析で算出する地形量として，

隆起量と関連があるとされている HI（Hypsometric Integral）を選定した．地形量 HI の計算には，航空

レーザ計測により作成した詳細な数値標高モデル（1-m DEM）を用いた．地形量 HIは，本調査に基づ

く MIS 5eの旧汀線高度と相関があることが判明した．HIの値の分布は，能登半島北方沿岸の活断層セ

グメントの区間中央部で高く，セグメントの境界部では低いことから，活断層セグメントの活動による

隆起の累積を示していると考えられる．	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Kanazawa University Repository for Academic Resources

https://core.ac.uk/display/196734775?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1

